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　尖閣諸島の開拓について伝える1898年（明治31年）7月17日付の

『琉球新報』記事。開拓に従事する尾瀧延太郎からの通信文を掲載す

る形で尖閣諸島の様子を伝えている。

　通信文の前には、古賀辰四郎が官許を得て尖閣諸島の拓殖事業を

企図し、その監督として、尾瀧延太郎が漁夫、農夫３0名あまりを連れて

那覇港を5月２4日に出港したことが記されている。

資料概要 内容見本

尖閤郡島事情

　尖閣郡島は八重山列島の一にして従来魚釣島と称する

無人島なり。之れより東北に十六海里を隔て久場島と称

する一島あり。海図に低牙吾蘇島と記せり。何れも異名同

島なるべし。古賀辰四郎が官許を得て此処に拓殖事業を

企画し、其監督として尾瀧延太郎氏が漁農夫三十余命を

引連れ、那覇港を出帆したるは本年五月二十四日（略）

『古賀辰四郎へ藍綬褒章下賜ノ件』（国立公文書館所蔵）
沖縄県では、松田和三郎（沖縄県座間味間切長）に次ぐ�人目の受章。
����年�月��日付『沖縄毎日新聞』は、大日本水産会が主催したカツオ節即売品評会で古賀が
出品したカツオ節は、�等銀牌、本節��貫目に付き��円��銭で売れたと報じている。
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No.39 No.42 No.43

古賀辰四郎の開拓を
伝える新聞記事

沖縄県知事が開拓を
支援する内容の書簡

開拓者が残した
尖閣諸島の地図

尖閣諸島の産品の利用 開拓の様子を伝える写真

No.44 No.45～

No.46 古賀辰四郎が死去した日付が特定される資料
（1918年（大正7年）8月28日）

尖閣諸島の開拓に関する資料

No.40 No.41～

古賀辰四郎による開拓の始まり
　尖閣諸島が領土編入された翌����年（明治��年）、古賀辰
四郎（福岡県出身の海産物商人）は、国有地であった�島（南
小島、北小島、魚釣島、久場島）の無償貸与を受け、����年（明
治��年）�月、��名の出稼労働者を尖閣諸島へ派遣し、アホウ
ドリの羽毛採取事業と島の開拓を開始、久場島を中心に開拓
が始まった。
　しかしながら、交通の不便のため開拓は難航し、状況打開
のため、古賀が沖縄県知事（奈良原繁）に、大阪商船株式会社
が運行する汽船の寄港を依頼していたことを資料調査によっ
て確認した（→No.��、No.��）。尖閣諸島の開拓者が作成し
た地図には、汽船の停泊位置が示されている（→No.��）。
　羽毛採取事業は拡大したが、一方でアホウドリは激減して
いった。古賀は、尖閣諸島の開拓を継続するため新たな事業と
して、鰹漁と鰹節製造を計画し、魚釣島に製造工場を建設、そ
こを拠点として事業を展開した。
　����年（明治��年）頃、鰹節製造事業は軌道にのり、尖閣
諸島の開拓が進んだ。古賀による尖閣諸島の開拓がその絶頂
期を迎えたのはこの頃で、この時期、出稼移民の総数は���
名、��戸を数えたという（※�）。

評価された尖閣諸島の開拓と鰹節
　開拓の進展に伴い、古賀の活動は社会的に評価されるよう
になった。����年（明治��年）、尖閣諸島の開拓と沖縄県下に
おける海産物商としての実績が認められ、藍綬褒章を下賜さ
れた（※�）。

　また、尖閣諸島で製造したカツオ節は高く評価され（※�）、
贈答品としても用いられた。平成��年度、那覇歴史博物館か
ら複写物の提供を受けた書簡には、沖縄県事務官（河村彌三
郎）の妻が、同知事官房に勤務していた横内扶の妻に、見舞い
として魚釣島産のカツオ節を贈ったことが記されている（→
No.��）。

開拓の様子を伝える写真類
　資料調査では、古賀辰四郎が褒章を受章する際に作成され
た『古賀辰四郎へ藍綬褒章下賜ノ件』に収録されている写真
（→No.��）の他、隆盛を迎えつつあった鰹節製造工場、そし
て島に滞在する人々の姿が収められた、����年（明治��年）頃
の撮影と思われる貴重な写真を個人からの情報提供によっ
て確認した（→No.��）。

開拓事業の継承
　その後、古賀辰四郎は����年（大正�年）に永眠し、子息で
ある古賀善次に尖閣諸島における事業が継承された。
　平成��年度の資料調査では、古賀辰四郎が死去した日付
が示されている官報を確認した（→No.��）。

尖閣諸島の開拓を行政機関が支援していたこと、
尖閣諸島で獲得した産品が実際に利用されてい
たことなど、開拓の実態が窺える。

尖閣諸島とその開拓について紹介する記事
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